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On Creating teaching materials by utilizing ICT 




   The Objective of our paper is, first, to grasp the essence of ‘Active Learning (= AI).’ The second is to 
create teaching materials for AI by utilizing ICT (Information and Communication Technology). On the 
assumption that we teach in the course of study “General Learnings” in local junior highs, we try to make 
the teaching materials which will enable students to learn on a problem-solving method. By focusing on 
the “local” area-stats concerning local population-transition or economic changes, we have attempted  to 
make teaching materials which would allow them to find some proplems and provide  them with 
opportunities to search for various ways to solve them. On this occasion we have sought to elaborate the 
statstical graphs that would rouse students the problem-seeking mind, as it were. 
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? 3. 1? アクティヴ・ラーニング (AL) とは何か 
















? さて、平成 27年 12月の答申では、「課題の発
見と解決に向けて主体的･協働的に学ぶ学習」と
ALは定義されている。 

















ICT 利用による教材作成の実践 －「総合的学習時間」の教授法改善に向けて（高橋） 



































4. 「総合的学習の時間」と ICT 
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Fig. 4 日本全国の死亡者実数 (左軸 −♦−) と 10万人当
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? その前に産業構造全体を俯瞰しておく必要が
あろう。たとえば産業別の従業者の割合をグラ















































Fig. 7 八戸港輸出入額の推移 (1995 – 2012) ; 濃い折れ線
グラフが輸出額、薄い折れ線グラフが輸入額 ; 単
位 : 100万円 
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ﾌｪﾛﾆｯｹﾙ? 41,890.46 175,410,306 
船舶? 21,141.49 8 
有機化学品? 420.26 1,198,440 
亜鉛の塊? 416.42 2,801,102 
紙製品? 116.20 1,536,388 
鉄鋼製品? 46.40 350,638 
魚介類? 2,547.93 26,903,849 




Fig. 8  H24 (2012) 八戸港輸出額 —  本来カラーのグラフ























ウッドチップ? 15,370.05 805,444 
トウモロコシ? 19,325.23 900,549 
ニッケル鉱? 18,612.18 2,720,556 
亜鉛鉱? 7,760.22 140,780 
大豆粕? 11,472.50 291,814 
木材? 551.28 21,275 
その他? 46,775.76 ?  
(輸入量の単位は、木材が cubic m.、その他はｷﾛ･ﾄﾝ) 
 
 
Fig. 9  H22 (2010) 八戸港輸入額 —  本来カラーのグラフ
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原材料 輸入額 輸入量 
ウッドチップ 16,448.72 823,947 
トウモロコシ 22,777.79 844,714 
ニッケル鉱 14,692.57 2,572,496 
亜鉛鉱 7,729.29 150,246 
大豆粕 9,032.14 229,201 
木材 835.71 27,892 
その他 50,771.61  
 
 
Fig. 10  H24 (2012) 八戸港輸入額  — 本来カラーのグラ
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向けて～」(中央教育審議会答申；平成 27年 12月 21日)。 
2) 「チームとしての学校の在り方と今後の改善方策につい
て」(中央教育審議会答申；平成 27年 12月 21日)。 
3) 「新たな未来を築くための大学教育の質的転換に向けて ～
生涯学び続け、主体的に考える力を育成する大学へ～」
(中央教育審議会答申；平成 27年 12月 21日)。 
4) 「中学校学習指導要領解説、総合的学習の時間」 p. 12、平
成 20年 7月、文部科学省 
 
 
 
 
 
要? 旨 
「自分の地域を知ろう」というテーマで今回はアクティヴ・ラーニングの観点で教材づくり
をする際の手順について、その要件を含めて検討してみた。その前に「アクティヴ・ラーニン
グ」と「総合的学習の時間」の意義も確認した。アクティヴ・ラーニングは生徒の自主性が尊
重されるわけだが、生徒にとって課題が発散して、無駄な時間を費やすことのないようにする
には、どうすればよいか — その要件を論じてみた。生徒が“自ら”課題を発見するには必要最
低限の基礎知識が必要で、クラス全体で共有される必要がある。その際に「問いかけ」的要素
をいかに提示するかが問題となろう。そして一連の授業の全体像を描き、その踏むべき手順を
確認した。つまり最初に基礎的情報の共有、次に問いかけの工夫、そして調査方法（情報源の
探索、関係者へのインタービューなど）、次に情報の集約・分析、最後に発表、と 5 段階を踏
む形をとった。こういったいわば“下準備”が思ったほど容易でないことに、今回の試みで気
付かされた。?  
 
キーワード???ICT，アクティヴ・ラーニング，教材作成，問いかけの工夫?
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